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㈱ＧＳユアサ 常務取締役
自動車電池事業部長

根津 和人

事業別戦略 ー 鉛蓄電池事業（国内）

第七次中期経営計画における事業方針

■  第七次中期経営計画における戦略

最適生産体制構築と技術・品質を重視した商品・サービスの提供を通じて、
顧客から選ばれ続ける事業へと進化させ、安定的に利益を稼ぎ続ける強い国内事業を確立していく。

■  業績推移 ■  主な社外評価
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事業部長メッセージ

第六次中期経営計画を振り返っての成果と課題を教えてください。
　補修向けの増販や新車向けの価格改定の着実な取り込みと収益改善活動の
積み上げによって、増収増益となりました。生産面では最適生産・供給体制構築
に向けて継続的に取り組み、「どこでも生産プロジェクト」などを通じて、国内事
業の供給基盤を着実に強化することができました。一方で、市場環境の変化が
急速に進んでいます。新車メーカーからは高性能化や供給量増加のご要望を頂
いており、供給体制のさらなる強化を図ります。また、コスト変動に対しても安定
的に利益を確保できる事業構造への転換、さらには環境対応や品質向上を含め
た持続可能な事業基盤の確立も不可欠であると認識しています。

第七次中期経営計画の注力領域の方針を教えてください。
　第七次中期経営計画では、品質・技術・安定供給を軸に競争力を高め、安定
的に利益を稼ぎ続ける事業基盤の確立を目指します。当社は長年培ってきたブ
ランド力、鉛からリチウムまでのフルラインの製品ポートフォリオ、顧客の要望
に的確に対応できる技術力ならびに東日本・中日本・西日本にわたる生産体制

が強みです。これらを活かし、付加価値の高い商品・サービスの提供を進めていきます。
　さらに、今後の成長を支える基盤として、人材育成やIT／DXなどの業務効率化、組織活性化にも取り組みます。社内外との
連携も一層強化し、環境変化の中でも持続的に成長できるしくみを構築していきます。

Vision 2035達成に向けた中長期の考えを教えてください。
　Vision 2035の達成に向けて、第七次中期経営計画期間の戦略を着実に推進し、強みの継続的な磨き上げによって顧客に
選ばれ続ける事業としての進化を追求し、鉛蓄電池事業の「稼ぐ力」を最大化していく考えです。

販 売

● 品質・技術・安定供給を軸に顧客との関係を強化し、
   価格適正化や新規案件対応で収益率を向上

● 販路・商品・販売体制を強化してシェア拡大と付加価値
   領域を拡大し、持続的に利益を生み出せる事業に進化

● 新車メーカーからの技術・物量供給要請に対して供給
   体制を構築
● ＧＳユアサ エナジーとの連携強化を含めた最適生産
   体制を具体化
● どこでも生産プロジェクトの推進や更新投資などを通
   じて、安定供給・生産性向上を両立

生 産

自動車用鉛蓄電池（補修用）の価格を改定

　ジーエス･ユアサ バッテリーは8月1日より自動車用鉛蓄電池（補修用）の価格を改定

しました。近年、原材料費・エネルギー費・物流費・人件費といった諸経費は継続的に

高騰し、さらに世界情勢の不透明化により原材料の調達コスト高止まりも見込まれて

います。ＧＳユアサグループではこれまで、生産の合理化やコスト削減などに継続的に

努めてきましたが、これらの状況下、原材料の確保を含め企業努力だけでは、従来の価格を維持することが困難な状況と

判断し、安定的な製品供給のため、価格改定を決定しました。今後も引き続きコスト削減を実施するとともに、ユーザーの

皆様やお取引先様にご満足いただける商品、サービスを提供すべく一層の努力をしていきます。

TOPICS

取り組み

補修向け

新車向け

目
次
に
戻
る

GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略 ガバナンス コーポレート・データ

■ 100年にわたって積み重ねてきた鉛蓄電池に関する高い技術力、品質、経験値
■ 安定的な供給を実現する生産体制
■ 全国をカバーする販売・サービス網、強固な顧客基盤
■ 国内シェアNo.1 のブランド力

■ 電動車の補機用電池としての需要増加
■ 車両の電動化や高機能化の進展による電池への高性能化の要求
■ 車両使用年数の長期化に伴う補修市場の底堅さ
■ 資源循環・サーキュラーエコノミー要請の高まりによる鉛蓄電池への注目の高まり

■ 継続的な原材料価格の高騰、エネルギーコストの上昇
■ 原材料の安定的な調達
■ 新興国競合の参入による価格競争の激化
■ 車載プラットフォーム変更による規格の変化(鉛蓄電池→リチウムイオン電池)

高い要求水準に応える高品質な製品を提供

■  業績推移

第五次中期経営計画 第六次中期経営計画 第七次中期経営計画

強み

機会

リスク

トヨタ自動車㈱

感謝状
「品質管理活動（部品部門）」

※2025年度以前はのれん等償却前営業利益、のれん等償却前営業利益率で表示しています。

価値創造に向けた「事業戦略および基盤戦略」 価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」
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事業別戦略 ー 鉛蓄電池事業（海外）
モビリティ

第七次中期経営計画における事業方針

■  第七次中期経営計画における戦略

新規顧客・市場の開拓、拠点事業の拡大、M&Aの活用を三本柱とし、
事業規模と領域を拡大して収益向上を図るとともに、

海外拠点基盤と産業電池電源のノウハウを融合し、海外の社会インフラ事業の拡大を推進する。

■  業績推移 ■  市場シェア
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営業利益（億円）売上高（億円）
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事業部長メッセージ

第六次中期経営計画を振り返っての成果と課題を教えてください。
　第六次中期経営計画では、収益力の強化を重視した選択と集中を推進した結果、営業利益は計画比139％に伸長し、計画を
大きく上回る結果となりました。タイ500万個体制の確立、東南アジアを中心とした補修販売のシェア拡大や、欧州・豪州の収
益性の強化、収益性に課題のあった中国事業の持分法化やトルコ事業の撤退に加えて、米国の堅調な補修販売拡大と米イン
フレ抑制法(IRA)補助金収入も寄与しました。一方で、アセアン拠点を中心としたグローバル・サプライチェーンの強化や、事
業規模・領域のさらなる拡大が今後も、重要な課題であると認識しています。

第七次中期経営計画の注力領域の方針を教えてください。
　先進国では車両保有期間の長期化による補修用鉛電池需要の長期的な継続、新興国では新車・補修用ともに需要拡大が見
込まれています。また、EV／PHEV／HEV向け12V補機用電池の成長拡大も期待されます。
　これらを踏まえ、第七次中期経営計画では、新規顧客・市場攻略、拠点事業の拡大、M&Aの活用を三本柱として、事業規模
と領域の拡大を図ります。
　特に最優先市場である東南アジアを中心に、さらなる収益力向上を図ります。欧州、豪州などのその他地域でも、各地域の
特徴を活かしながら事業拡張や供給力の向上などを目指します。

Vision 2035達成に向けた中長期の考えを教えてください。
　Vision 2035の達成に向けて、既存拠点における事業の着実な成長に加え、新たな領域拡大を推進します。バリューチェー
ン全体コストを見直した競争力の高い商品を活用して中南米市場の開拓や、既存事業とのシナジー創出ができる地域で
M&Aを実施することにより、鉛蓄電池事業の「稼ぐ力」の一層の強化を目指します。

● 成長が見込まれる需要を
　確実に取り込むために
　継続的な増産投資を行い、
　収益性の高い補修用電池の
　販売拡大に注力することで、
　アセアンNo.1シェアを維持

東南アジア

取り組み

目
次
に
戻
る

GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略 ガバナンス コーポレート・データ

■ 各地域に根差す地産地消型ビジネスモデルと各国のパートナーとの強固な信頼関係
■ 豊富な事業知識と経験による、市場ニーズを捉えた高付加価値商品の開発力
■ アセアンNo.1のシェアとブランド力
■ 豪州では唯一の鉛蓄電池メーカーとしてのプレゼンス確立

■ 車両の電動化の転換スピードの鈍化
■ 新興国のモータリゼーションに伴う新車用および補修用の鉛蓄電池需要の拡大
■ 電動車両の補機用電池市場の拡大

■ 米中関係の緊張、地政学リスクの高まりによる、
　 原材料価格の高騰、輸送費の上昇や部材調達のリスク
■ 中国を中心とする新興国メーカーによる低価格攻勢
■ リチウムイオン電池やナトリウムイオン電池などの
　 新種電池(12V)への代替が進むことによる鉛電池の需要減

強み

リスク

2025年度
自動車用市場シェア
（グローバル）

（注）シェアは当社調べ

2025年度
オートバイ用市場シェア

（グローバル）

2025年度
自動車用市場シェア

（アセアン）

2025年度
オートバイ用市場シェア

（アセアン）

2位7%7% 17%17% 1位

1位
34%34% 51%51%

1位

● 欧州各国の販路を活用・強化し、
　積極的にシェアを拡大

欧州

● 増産体制の構築と、
　“Made in Australia”戦略
　をさらに発展

豪州

㈱ＧＳユアサ 常務取締役 自動車電池事業部長
根津 和人

第五次中期経営計画 第六次中期経営計画 第七次中期経営計画

機会

※2026年度は一部売上・営業利益を産業電池電源事業に変更
※2025年度以前はのれん等償却前営業利益、のれん等償却前営業利益率で表示しています。

価値創造に向けた「事業戦略および基盤戦略」 価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」


